
�1

第３章　１．赤穂市の歴史的環境　

１．赤穂市の歴史的環境

（1）ઍछ઒ͱの共生

播ຏ地域͸ɺ༖อ઒Ҏ東の流域Ͱฏ野͕Αく開け͍ͯΔ一ํɺ赤穂市の所͢ࡏΔઍछ઒流域

にのΈฏ野の発ୡ͕ݟΒれͳ͍ɻԬ山県東部ͱ਌ԑੑΛͭ࣋͜う͠た地ܗͰ͸ɺ人ʑ͸໢ঢ়Տ

઒の自વఅ๷上Ͱ͸ͳくɺ઒の൙ཞ͔ΒकΒれた山੄にدりఴうΑうにॅΉの͕一般తͰあͬ

たɻ古୅に͸ɺൺֱత͍޿ฏ野のあΔ市北部の有年地

区に͓͍ͯɺઍछ઒΍ͦのࢧ流ͰあΔ໼野઒ɺ௕谷઒

͕生Έग़͠たංཊͳ土৕Λج൫ͱͯ͠ɺ農ߞ集落͕築

͔れ͍ͯたɻ市ೆ部Ͱ΋古墳࣌୅に͸͢Ͱに੡Ԙ͕行

Θれ͓ͯりɺ農地のগͳさ͔Β考͑ͯ΋ɺړ業΍੡Ԙ

業Λ生業ͱͯ͠人ʑ͕生͍ͯ͠׆たͱ考͑ΒれΔɻ

中世にͳΔͱɺઍछ઒Տޱ部の཮地化͕急଎にਐΈɺ

Տޱ部΁の人ʑのҠॅ͕࢝まΔɻ中世຤͔ظΒ࣌ށߐ

୅ॳظに͸ɺઍछ઒の土అ築଄͕行Θれͯඣ路街道ɺ

備前街道͕整備されɺઍछ઒の流路ΛあΔఔ度ίンτ

ϩール͠ͳ͕Β城ͱ城下町͕築͔れたɻ城΍城下町͸ɺ

ͦれまͰの農村集落Ͱ͸ͳく流௨౎市ͰありɺՏ઒ަ

௨Λඞཁͱ͠たたΊɺ౰࣌ɺ東の山Ԋ͍Λ流れ͍ͯた

図 19	 江戸時代の主要川筋と旧街道

千種川（宝珠山山頂より）
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第３章　　赤穂市の歴史と文化

ඌ崎઒（ࡏݱのઍछ઒）ΛُのߕͰԃ͖ࢭΊɺ城下町にྡ઀͠たݟ۽઒（ࡏݱのՃཬ԰઒ͱ中

઒）にਫ流Λ確อͯ͠ધ入Λͭくりɺ高੉सΛ௨行さͤたɻ͔͠͠ɺઍछ઒上流部Ͱ行Θれ޿

͍ͯたʮたたΒ੡మʯに伴うʮమ݀流͠ʯにΑΔ土࠭流ग़にΑΔたΊ͔ɺ઒ఈ͕ઙく流れ͕急

ͳઍछ઒͸൙ཞ΋ଟ͔ͬたɻ࣌ށߐ୅の文ݙ記録Ͱ͸ɺ10 年に一度のϖースͰߑਫ͕͖ͯى

͍Δɻͦのඃ֐の࠷たΔ΋の͕ɺ໌࣏ 25（1872）年のߑਫͰあͬたɻ市街地શ体͕ףਫ͠た

͜の֐ࡂରࡦのたΊɺઍछ઒のຊ流Λࡏݱの場所ͱ͠ɺ͔ͭͯのݟ۽઒（大઒）Λ埋ΊΔ͜ͱ

ͱ͠たɻࡏݱɺ͜の埋立地͸公共ࢪ設ɺ঎業ࢪ設΍ॅ宅地ͳͲͱͯ͠開発され͍ͯΔɻ

͜のΑうに赤穂市のྺ史͸ɺઍछ઒ͱの共生ɺઓ͍のྺ史Ͱ΋あͬたɻۙ年Ͱ΋ɺฏ੒ 16

（2008）年の୆風にΑΔ大ਫͰɺ市北部の有年地区の一部͕ףਫ͢ΔͳͲɺͦのঢ়گ͸ࡏݱ΋

ଓ͍͍ͯΔɻ

（2）生׆の͸͡まり

赤穂Ͱ人ྨの生͕׆開࢝されΔの͸ɺೄ文࣌୅ૣظの໿ 10
000 年前ࠒͰɺ西有年・അ路஑

遺跡Ͱ౰࣌の石͕᭲発ݟされ͍ͯΔ͕ɺ詳細͸໌Β͔Ͱ͸ͳ͍ɻೄ文࣌୅前ظの໿ 6
000 年前

に͸ɺ世քతͳԹஆ化にΑͬͯւਫ໘͕໿ 2N 上ঢ͠ɺԘ԰・大津地区の堂山遺跡Ͱ人ʑの集

ثのೄ文土ظ࣌まͰの༷ʑͳظޙΒ͔ظ୅前࣌ΒれたΑうͰあΔɻ堂山遺跡Ͱ͸ɺೄ文ݟ͕ॅ

͕ɺଟ਺ग़土͍ͯ͠Δɻ

赤穂に͓͍ͯɺຊ֨తͳࠟॅډ跡

͕確認Ͱ͖Δの͸ɺೄ文࣌୅ظޙの

໿ 4
000 年前ͰあΔɻ有年地区Ͱ͸ɺ

ೄ文ظޙに有年牟礼・井田遺跡ɺ有

年原・クルミ遺跡ɺ上菅生遺跡ɺ東

有年・沖田遺跡Ͱ集落͕営まれ͍ͯ

Δほ͔ɺ東有年・沖田遺跡ɺ有年原・

クルミ遺跡Ͱ͸ɺೄ文࣌୅൩ظに΋

ͦのࠟ跡Λ͍ͯ͠࢒Δɻ

໻生࣌୅の͸͡まりΛࣔ͢前ظの

土ث͸ɺ堂山遺跡ͰΘ͔ͣに͔ͬͭݟ

͍ͯΔのΈͰありɺ໻生࣌୅中ظ中

༿（ ໿ 2
200 年 前 ） に ͳ ͬ ͯ Α う

΍く有年地区Ͱଟくの集落͕営まれɺ

市ೆ部Ͱ΋඿市周ล͕生׆の෣୆ͱ

ͳͬたɻ໻生࣌୅ظޙに͸大型墓͕

た有年原・田中遺跡ɺ有年͔ͬͭݟ

牟礼・山田遺跡΍ɺઍछ઒࠷大の集

落遺跡の東有年・沖田遺跡ͳͲ͕あ

りɺ集落域͕֦大͠たͱਪ測されΔɻ堂山遺跡出土　縄文土器
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有年原・田中遺跡　墳丘墓群

有年牟礼・山田遺跡　方形周溝墓群

昭和 63（1988）年度のほ場整備事業に伴う発掘調査で見つかった、大型墳丘墓群。1 号墓は、直径
19m の墳丘に陸橋部と突出部がとりつき、装飾壺・装飾器台・装飾高坏が出土した。

平成 23（2011）年度の発掘調査で全容が確認された、大型方形周溝墓群。1 号墓は、長辺 19m を測り、
装飾壺・装飾器台・大型壺が出土した。器台の比較より、有年原・田中遺跡より新しいと評価された。
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第３章　　赤穂市の歴史と文化

赤穂市に͓͍ͯظ࣌Λ確ఆͰ͖Δ࠷古の古墳͸ɺ古墳࣌୅ 5 世لॳ಄の蟻無山 1 号墳ͰあΔɻ

͜のظ࣌ɺ西播ຏ࠷大ڃͱͳΔશ௕ 52 ̼の଄ग़͠෇͖ൕ立֋ܗ古墳Ͱɺॳظਢثܙ΍അܗ৥ྠɺ

ધܗ৥ྠͳͲوॏͳࢿྉ͕͍͔ͯͬͭݟΔɻまたɺ同͡ࠒに͸࿢の有年原・田中遺跡に͓͍ͯɺ

ே઱൒ౡ͔Β఻Θͬた͹͔りのॳظਢثܙ౳͕ग़土͠ɺম͖ͻͣΈのあΔࢿྉ΋あΔ͜ͱ͔Βɺ

ۙくに༼͕あΔՄೳੑ͕考͑Βれ͍ͯΔɻ

古墳࣌୅6）ظޙ ʙ 7 世ل）にͳΔͱɺಛに有年原͔Β有年牟礼に͔けͯɺ150 Λ௒͑Δج

群集墳͕ܗ੒されΔɻ͜れΒのほͱΜͲ͸ԣ݀ࣜ石ࣨ墳ͰあΔ͕ɺ野田 2 号墳΍塚山 6 号墳ͳͲɺ

ΒれΔɻݟ੾りΛ΋ͭͳͲɺඇৗに௝͍͠古墳΋࢓಺に間ࣨݰ

図 20	 蟻無山古墳群　ポリゴンモデル 有年原・田中遺跡出土初期須恵器類

図 21	 塚山 6 号墳　オルソ（正投影）画像
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　赤穂市教育委員会では、平成 25 年度から、山ؒ部にある古墳など
のຒ蔵文化財を೺Ѳするため、継続的な分布調査を実施しています。
分布調査ではଟくの古墳が新しく発見されていますが、特に重要な成
果が、前方後ԁ墳である「์ُ山（΄うきやま）1 号墳」の発見です。
　この古墳は、東有年・有年楢原地区にまたがる丘ྕ尾根上で見つかっ

たもので、全長໿ 38̼と前方後ԁ墳としてはややখさなものですが、市内ॳの前方後ԁ墳の
発見となりました。
　前方後ԁ墳であることを֬認するため、平成 29 年度には֬認調査が行われ、古墳のද面の
෪石がඇৗによく࢒されていること、その出土状گから、前方部が「όν」形をしていること、
また後ԁ部墳௖の֬認調査では盛土に石材がషられ、祭᛾用の土器がஔかれていたことなどが
明らかとなりました。
　前方後ԁ墳は、地域で࠷も有力なट長やݖ力者が
用いた古墳の形で、前方後ԁ墳があることは、そこ
に周辺地域を治める「王」のような人物がいたこと
を示しています。今回の発見により、古墳࣌୅中期
になると前方後ԁ墳がಥ然見られなくなる西播磨地
域でのҐஔづけや、全国的にஶ名な໻生࣌୅の有年
原・田中墳丘墓܈との関܎、また古墳࣌୅中期の大
型ൕ立֋形墳である蟻無山 1 号墳との関わりなど、
今後明らかにしなければならないଟくのṖが生まれ
ました。
　これらのṖを解き明かすためには、今後の調査ݚ
を଴たなければいけまͤんが、いͣれにͤよ、赤ڀ
穂の古墳࣌୅史ひいては播磨地域や日本の古墳࣌୅
史を考える上でඇৗに重要な古墳となることはؒҧ
いないでしょう。

コラム

લํޙԁ෿
の発見

ਤݩ෿ͷൃ۷ௐࠪ۠ͱ෿ٰ෮߸̍ࢁُ์

෿௖෦のௐࠪ

��N�
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（3）古୅の赤穂

古୅の播ຏΛޠΔう͑Ͱ͔ܽͤͳ͍史ྉʰ播

ຏ国風土記ʱに͸ɺ࢒೦ͳ͕Β赤穂郡の記͕ࡌ

ൈけ落ち͍ͯΔ͕ɺ͢Ͱに 8 世ل中ࠒの文ݙに

͸ʮ播ຏ国赤穂郡ʯの記͕ࡌありɺまたฏ城宮

跡ग़土木؆に΋ʮ赤穂郡大原ڷʯの文͑ݟ͕ݴ

Δɻ౰࣌の赤穂郡͸ɺ坂越ࡏݱ）ڷの市街地΋

ؚΜͰ͍たͱࢥΘれΔ）ɺ周੎ڷɺ大原ڷͱ͍ͬ

た行੓区分にΑͬͯ౷࣏され͍ͯたɻ

͜のࠒɺ赤穂͸౉དྷ人ͰあΔਇࢯͱのਂ͍ؔ

Θり͕ࢦఠされ͍ͯΔɻઌड़のฏ城宮跡ग़土木

؆に΋ɺ赤穂郡にʮਇञ஬ʯɺʮਇ଄٢備人ʯͳ

Δ人෺の記͕ࡌありɺ古文ݙΛݟΔͱͦのޙ΋

ฏ҆࣌୅まͰ͸赤穂郡にଟ਺のਇͯ͠ॅډ͕ࢯ

͍た͜ͱ͕൑໌͍ͯ͠Δɻまたɺ有年牟礼・山

田遺跡Ͱ΋ɺ࣮ࡍにʮਇʯͱ線ࠁされたਢثܙ

͕ग़土͍ͯ͠Δ͜ͱ΍ɺچ赤穂郡（ࡏݱの赤穂

市・相生市・赤穂郡上郡町）に͸͔ͭͯਇՏউ

Λࡇ神ͱ͢Δ大ආ神社͕ 27 社Ҏ上あͬたͱさ

れΔ͜ͱ΋ɺͦれΛ๣ূ͍ͯ͠Δɻ

市ೆ部に͸ɺ古୅にʮ石Ԙ生ঙʯͱ͍う੡

ԘのたΊの荘園͕東大ࣉにΑͬͯ所有され͍ͯ

たΑうͰɺ堂山遺跡Ͱ͔ͬͭݟたฏ҆࣌୅のԘ

田遺ߏ΋同ظ࣌の΋のͰあΔɻ౰࣌ɺՏޱ部の

཮地化͸あまりਐΜͰ͍ͳ͔ͬたͱࢥΘれΔ͕ɺ

੖れの೔のଟ͍੉ށ಺型ީؾͰあΔ͜ͱΛ͔׆

͠ɺԘづくり͕行Θれ͍ͯたͱਪ測されΔɻ一

ํͰ市北部Ͱ͸ɺ౰࣌のओཁަ௨路ͰあΔ山陽

道（赤穂郡上郡町Λ௨ա）͔Βগ͠཭れ͍ͯた

΋ののɺ有年原・田中遺跡に͓͍ͯ਺े౩の建

෺跡͕͓͔ͯͬͭݟりɺԿΒ͔の公తࢪ設͕

あͬたՄೳੑ͕ࢦఠされ͍ͯΔほ͔ɺ有年牟礼・

山田遺跡ɺ西有年・௕根遺跡に͓͍ͯ΋ɺଟく

の掘立ப建෺跡͕ݕग़され͍ͯΔɻ

図 22	 赤穂郡と秦氏との関係を示す文字記録

「秦」線刻土器（有年牟礼・山田遺跡出土）
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３
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炬
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９
３
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９
４
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播
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１
０
９
８
年
２
月
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東
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（4）中世の赤穂

中世にͳΔͱɺઍछ઒の三֯भ΋֦大͠ɺ੓ࡁܦ࣏の中৺͕ঃʑに有年地区͔Βઍछ઒Տޱ

部΁ͱҠ動͢ΔΑうにͳΔɻ発ୡ͠た三֯भ͸ɺԘ田のߏ築に޷৚݅Λఏ͢ڙΔͱͱ΋にɺւ

上ަ௨の中ܧ地また͸Տߓޱͱͯ͠のॏཁੑ͕高まͬͯ

͖たɻ15 世لに͸ɺ͢ Ͱに坂越ͱ中ঙ（ࡏݱの中޿地区）

ೳ͓ͯ͠りɺ坂越荘ɺ赤穂荘͕営まれͯػ町ͱͯ͠ߓ͕

͍たɻ一ํɺ有年地区に΋有年荘͕ଘ͍ͯ͠ࡏた͕ɺಛ

ච͢΂͖͸山ַࣉӃの発ୡͰありɺޫ໌ࣉ΍วরӃɺ神

΋ɺ14ࡏݱ築されたɻߏӃ͕ࣉ໛ͳنͳͲ大ࣉޢ 世ل中

され͍ͯΔɻまたɺあΘͤͯ中࢒の石଄෺͕͍く͔ͭࠒ

世城ֲ΋ଟ਺築͔れ͓ͯりɺ城ओͳͲ詳͍͜͠ͱ͸Θ͔ͬ

͍ͯͳ͍͕ɺઓཚにࠐ͖רまれた࣌୅͕あͬた͜ͱΛ෺

部に΋ɺ赤দຬ༞の一଒͕ʮՃཬ԰ޱΔɻ市ೆ部のՏޠ

古城ʯͱݺ͹れΔࡆΛ築͖ɺઓཚの備͑ͱ͠たɻ

光明寺跡の発掘調査

有年山城跡に残る陸橋跡
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（5）ۙ世の赤穂

城ͱ͠た஑田ً੓͕播ຏډ୅に入Δͱɺඣ路城Λ࣌ށߐ 52 ສ石Λࢧ഑͢ΔΑうにͳΔɻ赤

穂に͸ʮૡ上城ʯͱݺ͹れΔ城ֲ͕築͔れた͕ɺ͜の࣌୅に築͔れた城下町΍上ਫ道͕ɺࡏݱ

に௨͡Δ౎市ج൫Λͬ࡞ܗたɻ

ਖ਼อ 2（1645）年ɺ赤穂にৗ཮国ּ間͔Βઙ野Ո͕入෧͢Δͱɺࡏݱの赤穂城Λ築くͱͱ΋にɺ

石高の上ঢに伴͍城下町Λ֦大整備͠たɻあΘͤͯɺ஑田࣌୅͔Βணखされ͍ͯたԘ田開୓΋

࿣ݩతにਐΊΒれɺൡ財੓Λ५͠たɻ͔͠͠三୅ଓ͍たઙ野Ո΋ɺۃੵ 14（1700）年にށߐ

城Ͱ͖ىたਕই事݅のたΊ改қͱͳΔɻҎޙ͸ɺӬ井Ոɺ͍࣍Ͱ৿Ո͕赤穂ൡΛ࣏Ί͍ͯΔɻ

の名Λ࢜の世相Λ൓ө͠赤穂ٛ࣌たʮ赤穂事݅ʯ͸ɺ౰͖ى࿣ͱ͍うఱ下ହฏの世の中にݩ

高Ίたɻ赤穂事݅の史࣮͔Β生まれたʮԾ名खຊ஧ਉ蔵ʯ͸ɺ人ܗড়ྤཨ΍Վ෣بに͓͍ͯ一

世Λ風ᴆ͢Δԋ໨ͱͳりɺޙ世にޠり఻͑ΒれΔʮ஧ਉ蔵文化ʯΛܗ੒͢Δにͬࢸたɻ

製　塩

୅に行Θれ͸͡Ί࣌たの͸ɺԘ業ͱնધ業ͰあΔɻԘ業͸஑田͑ࢧ業Λ࢈୅ɺ赤穂の࣌ށߐ

たԘ田開発Λઙ野Ո͕Ҿ͖͗ܧɺ৿࣌୅にͳ͔ͬͯΒ͸大坂ͰԘઐച੍ΛෑくほͲ有ྗͱͳͬ

たɻͦの技術͸ɺ౰ॳのټை඿͔ΒைのׯຬΛར༻͠た入඿Ԙ田΁ͱҠ行͠ɺ赤穂城の東西に

ͦれͧれ޿大ͳԘ田͕開発されたɻ一ํのնધ業͸ɺ坂越΍中村Ͱོ੝͠た͕ɺ北前ધにՙ໾

市場͕ҠΔͱɺԘնધͱͯ͠生͖ͬ࢒たɻ

図 23	 浅野時代の赤穂城と赤穂城下町（赤穂城下絵図 / 姫路市立城郭研究室蔵）
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（6）ۙ୅の赤穂

のൡओɺ৿࣌ҡ新Λܴ͑た赤穂ൡ͸ɺ౰࣏໌

஧ّ͕ͦのまま赤穂ൡ஌事ͱͳͬたɻ໌࣏ 4

（1871） 年 の ഇ ൡ ஔ 県 に Α ͬ ͯɺ 赤 穂 ൡ ͸ 赤

穂県΁ɺまた同年に͸ඣ路県に編入ɺさΒに͢

͙さま০ຏ県ͱ改শされɺ͜れまͰのൡ੓の一

大改ֵ͕行Θれ͍ͯͬたɻ༷ʑͳ改ֵのͳ͔Ͱɺ

のγンϘルͰ΋あͬた城ྗݖ୅に͓けΔ࣌ށߐ

ֲ͸民間に෷͍下͛ΒれΔ͜ͱͱͳりɺ赤穂城

΋城ֲશ体͕民地ͱͳͬたɻ͜う͠た事ଶΛݟ

͔ͶɺՖַࣉのઋܔ和ঘ͸大石಺蔵ॿ԰ෑ跡Λ

ങ͍औりɺ大ਖ਼（1912）ݩ年に͸大石神社Λ建

立͍ͯ͠Δɻ

製　塩

ۙ୅に͓͍ͯ΋ɺ赤穂のओ࢈業͸੡Ԙ業Ͱ

ありɺ࣌ށߐ୅Ҏདྷの入඿Ԙ田にΑΔ੡Ԙ͕

行ͳΘれ͍ͯた͕ɺ͜のࠒにͳΔͱԘ生࢈͸

ա৒ͱͳりɺԘՁの下落͕ਐΜͰ͍たɻまたɺ開国に伴͍҆ՁͰ良࣭ͳ༌入Ԙ͕ಋ入されͯ

͖た͜ͱ΋あͬͯɺશ国の੡ԘγΣΞのଟくΛ઎Ί͍ͯた੉ށ಺地域のेभԘ田（播ຏ・備

前・備中・備ޙ・҆ܳ・周๷・௕໳・Ѩ೾・ذࢌ・ҏ༧）Ͱ͸ɺ೔ຊのԘ業ΛकΔたΊɺఆ

調整Λ行うʮेभԘ田૊合ʯ͕૊৫されΔ͜ͱにͳͬたɻ࢈඿ͳͲ΋ؚΊた生ٳతͳظ

図 24	 明治 41 年の赤穂城跡周辺
　　　　（『赤穂郡誌』明治 41 年所収）

　赤穂で最初に鉄道
が通されたのは明治
23（1890）年のこ
とで、山陽鉄道が有
年駅まで開業したも

のです。一方、赤穂の南部は鉄道ルートか
ら取り残されたため、鉄道敷設計画が持ち
上がっては様々な理由から立ち消えとなっ
ていました。
　明治 43（1910）年になり、軽便鉄道法（簡
便な規格の鉄道）が公布されると赤穂鉄道
が計画され、大正 10（1921）年 4 月に開
通しました。現市街地の㈱ウエスト神姫赤
穂営業所にあたる場所に播州赤穂駅が設置
され、そこから砂子、坂越、目坂、根木、周世、
真殿、富原、有年に駅や停留所がありました。
　赤穂鉄道の線路規格は小さく軌間（線路
幅）は 76.2 ㎝で、乗客が多い場合登り坂で
は止まってしまうこともあったと言います。

コラム

੺ึమಓ

　営業成績は良好で、当初は蒸気機関車2両、
客車 6 両、貨車 10 両であったものが、昭和
26（1651）年には蒸気機関車 4 両、ディー
ゼル機関車 1 両、客車 16 両、貨車 24 両を
数え、塩の輸送なども行いました。
　しかし昭和 26（1951）年、国鉄赤穂線
が開業すると同時に、30 年にわたる歴史に
幕を閉じました。線路の多くは市に寄付さ
れて道路敷きとなり、現在も市民生活を支
えています。

ਅ఼Ӻ੻
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࣏໌ 38（1905）年͔Β͸ઐച੍͕ෑ͔れɺՁ֨の҆ఆΛ໨తͱͯ͠生ੑ࢈の௿͍Ԙ田Λ

ഇ͢ࢭΔʮԘ業整備ʯͳͲ͕ɺ໌࣏ 44（1911）年Ҏ߱に行Θれた݁ՌɺԘの生࢈量͸増大

͠たɻ͔͠͠ɺଠฏ༸ઓ૪͕ຄ発͢ΔͱਂࠁͳԘෆ଍ͱͳりɺ自国಺Ͱの੡Ԙ͕ݟ௚されΔ

Αうにͳͬたɻ͜のΑうにɺԘの生࢈͸社会৘੎のӨڹΛ大͖くडけͳ͕Βઐച局の動޲に

ґଘͤ͟ΔΛಘͳくͳりɺ国にΑΔ౷੍΁ͱస͍ͬͯ͠׵たɻ

୅の赤穂ݱ（7）

ઓޙɺ新͍͠೔ຊの国づくり͕行ΘれΔͳ͔Ͱɺ赤穂Ͱ͸昭和 26（1951）年ɺ赤穂町・坂

越町・高雄村͕合ซͯ͠赤穂市੍͕ࢪ行されɺ昭和 30（1955）年に͸有年村͕ɺ昭和 38（1963）

年に͸෱Ӝ地区͕赤穂市ͱͳͬたɻ

1950 年୅の高度੒௕ظに入Δͱɺ昭和 26（1951）年の国మ赤穂線開௨΋あΘͤɺޫ؍地

ͱͯ͠の整備΋ਐΊΒれたɻ昭和 30 ʙ 40 年୅に行Θれた赤穂城跡三೭ؙ大ख۱࿌の෮ݩ΍ɺ

御崎のޫ؍開発ͳͲ͸ͦのྫͰあΔɻまたɺ昭和 49（1974）年͔Β͸国史跡赤穂城跡の整備

΋開࢝され͍ͯΔɻॅ区整備΋ੵۃతに行Θれɺ昭和 52（1977）年に͸上Ծ԰地区の区ը整

ཧ事業͕ྃ͠׬ɺࡏݱの赤穂城周ลの街ฒΈ͕整備されたɻͦのޙɺ̧̟播भ赤穂駅͔Β赤穂

城跡΁ͱࢸΔʮ͓城௨りʯ΋ɺฏ੒ 22（2010）年に整備͕͍ͯྃ͠׬Δɻ

ۙ年͸ɺ赤穂城跡周ลの赤穂・城西地区ɺスϙーπ・ϨクリΤーγϣンࢪ設΍ԹઘのあΔ御

崎地区ɺ古͍町ฒΈの࢒Δ坂越地区ɺ古୅遺跡͕ଟく຾Δ有年地区ͳͲɺ֤地区のಛ௃Λ生͔

͠たޫ؍౎市ͱͯ͠の事業͕ల開され͍ͯΔɻ

製　塩

昭和 33（1958）年にɺԘ業の࢈業ֵ໋ͱ΋

東඿・西඿の྆Ԙ͕׵Δ流下ࣜԘ田΁のస͑ݴ

田Ͱྃ͠׬た͕ɺ西඿Ԙ業૊合͸昭和 34（1959）

年の第 3 ࣜגԘ業整備Λडけͯ赤穂ւਫ工業࣍

会社Λ設立ɺ昭和 42（1967）年に͸ຊ֨తͳ

イΦンަ׵ບ੡Ԙ΁のస׵ΛՌた͠たɻ

一ํͰ東඿Ԙ業૊合͸ɺ昭和 46（1971）年

の第 4 Ԙ業整備Λडけͯ流下ࣜԘ田にΑΔ੡࣍

ԘΛ中͠ࢭɺ化੒部໳͕中৺ͱͳりɺ赤穂化੒

会社ͱͳͬたɻ͔ͭͯのԘ田跡地͸ɺ西඿ࣜג

Ԙ田跡地͕άリーンϕルτ（྘地ଳ）Λִͯͯ

工場地ଳͱͳりɺ東඿Ԙ田跡地͸ॅ宅地ͱ県立

赤穂ւ඿公園΁ͱ生まれมΘͬたɻͳ͓ɺԘの

ઐച੍͸ฏ੒ 17（2005）年にղ͔れͯ׬શ自༝

化͠ɺさΒͳΔ事業ల開͕行Θれ͍ͯΔɻ 新川周辺には、かつての旧日本専売公
社赤穂支局（現赤穂市立民俗資料館）
や塩倉庫群、運搬用車両のレールが敷
設された橋など、当時の景観がほぼそ
のまま残されている。

かつての専売公社跡付近　新川の風景
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図 25	 昭和 28（1953）年の赤穂市都市計画図（坂越町、高雄村の合併直後の赤穂市。方位に過誤がある。）
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୅の赤穂塩業は、赤穂城を࣌戸ߐ　
中心にして東浜（尾崎・御崎地区）、
西浜（塩屋・西部地区）とݺび分け
られ、それͧれで発展してきました。
　明治 17（1884）年に十州塩田組
合赤穂支会が設立されてҎ後、ٳ浜

や製塩の改良等を協議するための༷ʑな組合がつくられ、大
正 12（1924）年Ҏ߱は、赤穂東浜信用購買利用組合と赤穂
西浜塩業組合の 2 団体がӡӦされていました。
　赤穂東浜信用購買利用組合は、第࢛次塩業整備の対৅となっ
て製塩を中ࢭし、昭和 47（1972）年に解ࢄしましたが、化
成部門が存続する形で赤穂化成ג式会社を設立し、特घ用塩
の製造ൢ売を開࢝しました。組合の解ࢄ後、赤穂東浜信用購
買利用組合の文書は一括して赤穂市に寄ଃされ、赤穂市指定
文化財の指定をडけて保管されています。
　一方、赤穂西浜塩業組合は、昭和 35（1960）年
に赤穂海ਫ工業ג式会社、昭和 40（1965）年には
赤穂海ਫ化学工業ג式会社となって、流下式塩田を
ഇして認可第 1 号のイΦン交׵ບ製塩を開࢝し、現
在はג式会社日本海ਫとして引き続き製塩を続けて
います。
　このように西浜塩田については経Ӧが引き続き行
われていたため、関܎史料の所在は不明なままでし
た。しかし平成 29 年度になってその所在が明らかと
なり、ג式会社日本海ਫから赤穂市に一括寄ଃされ
ました。今後のৄࡉな調査にご期଴くͩさい。

コラム
西浜塩田
関係史料
の発見

枝条架の並ぶ西浜塩田（昭和 30 年代）　㈱日本海水旧蔵

赤穂東浜信用購買利用組合文書

昭和 27（1952）年作成の枝条架設計図
㈱日本海水旧蔵




